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努力が実を結ぶ  

校長 中 港 善 博 

 新緑が美しい季節となりました。グラウンドには生徒の元気な声が響き渡り、躍動の

季節の到来を感じます。落ち着いた雰囲気の中で生徒は学校生活を送っています。授業

や学校行事、当番活動や生徒会活動に一生懸命取り組んでいます。校内の掲示板には、

一人一人の学習目標や生活目標が掲げられていますが、どの目標もそれぞれの願いや思

いが込められていて、思わず応援したくなるようなものばかりです。また、運動会スロ

ーガンや学級の意気込みも掲げられていて、まとまりや団結の高まりを感じます。この

ように、目標を掲げて物事に取り組むことは大切なことの一つです。これから運動会や

中体連を迎えますが、努力の成果がなかなか表れなくて、心が折れそうになることがあ

るかもしれません。頑張ってもできるようにならないとき、みなさんに思い出してほし

いお話しを紹介します。【出典：「子どもを変えた“親の一言”作文 25 選」（明治図書出版）】 

 

「見えない努力の壺(つぼ)」 

今までできなかったことに挑戦しようとするとき、目に見えない「努力の壺」のよう

な物が心の中にできるそうです。その壺の中に努力の水を入れていき、いつかあふれ出

ると、できるようになるというのです。 

ところが、その壺には４つの特徴があることが分かっています。 

１つ目は、人によって壺の大きさが違うということです。すぐにで

きるようになる人もいれば、なかなかできるようにならない人がい

るのは、そのためです。すぐにできるようにならないときは、壺に努

力の水がたまっているときなので、我慢することが大切です。そし

て、努力の水が壺からあふれ出る瞬間は突然やってきます。 

２つ目は、努力の水を入れ続けなければ、水は乾いてなくなってしまうということで

す。頑張っているときは、だんだん上手になってきたと感じることでしょう。ここで油

断して努力することを休んでしまうと、あっという間に努力の水は乾いてしまいます。

コツコツと努力し続けることが大切です。 

３つ目は、努力の水が一度でも壺からあふれ出れば、その後に減ることはあっても、

なくなってしまうことはないということです。自転車乗りや水泳、かけ算九九も、一度

できるようになってしまったことは、全くできなくなってしまうことはありません。ち

ょっと努力すれば、すぐに元に戻ります。 

４つ目は、大人の壺より子どもの壺の方が小さいということです。大人になってから

努力しても、なかなか上達しないものです。例えば、ピアノを弾けない私がピアノを目

指すと言ったら、誰も信じないでしょう。 

子どもと大人が一緒に努力し始めたら、子どもの方がすぐに上達するのです。大人が

「今のうちに頑張らないと将来困る」というのは、そのためです。 
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5 月 13 日（金）に火災を想定した避難訓練を実施しました。 

西階段付近をスモークマシンで煙を充満させ、１ｍ先も見えない状態で避難しました。 

避難訓練の集会では「消火訓練」を行いました。炎は下から掃くように消火すること。

そして、日頃から避難場所を確認し命を守ること。これらの要領と大切さを学びました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜６月の主な行事予定＞ 

 ５日（水） 前期中間テスト（全学年） 

 ６日（木） 運動会特別日課開始 

１４日（金）  運動会前日準備 １６時～グラウンド場所取り可 

１５日（土）  第５１回運動会 午前９時開会式 弁当持参 

        ※雨天の場合１６日（日）１２：１０から運動会を開催します。 

         生徒は１０時２０分までに登校、弁当持参。 

１７日（月） 振替休業日 

１９日（水） 職員会議 

２０日（木） 第１回滝上町学校教育連携推進協議会のため（４時間日課・給食あり・下校） 

２１日（金） 常任委員会 ※教材費一括納入〆切日 

２６日（水） ２年生宿泊研修結団式 

２７日（木） ２年生宿泊研修（１日目） 

２８日（金） ２年生宿泊研修（２日目） 

 

修学旅行の日程について～「2 泊 3 日」の日程継続について 

 今年度も 3 年生では修学旅行に向けた活動が始まっています。コロナ禍をきっかけに 3 泊 4 日の日

程から現在は 2 泊 3 日の計画となりました。 

 コロナも 5 類に移行したいま、かつての日程に戻すことも検討しましたが、現実的にはなかなか難

しい状況と言わざるを得ません。その理由としまして、学校の教育活動の一環として位置付けられて

いるなかで、宿泊費や交通費の高騰による旅行代金値上げが続き、保護者の方々の負担が増えている

こと。また、活動の意図として体験活動的な部分が中心となって来ており、活動から学んだ内容につ

いて後日、学習発表の場として学校祭など校内で地域や保護者の皆様に発表する形となってきている

ことが挙げられます。学校行事の工夫と変更の要素を取り入れ、時代の流れと合わせた活動へと変化

して行く必要性を感じております。 

 これらの理由から、今後も修学旅行を 2 泊 3 日の日程で行わせていただきたいと思います。なにと

ぞご理解いただきますようお願い申し上げます。 

生徒玄関に植えました 

 

 

 

 

 

 

B.C 組の生徒が植えた

花々、毎日の生活に安

らぎと元気を与えてく

れています。  種からも 

           植えました。  

            芽が出るの 

            が楽しみ。 

            

 

 

 

生徒の声：「初めて体験して、前や足元がとても見にくかったけど、リアルだったので、真剣に取り組むことができた。  

        本当に火事になったとしても、今日のことを思い出して取り組みたい。」 

        「思った以上に周りが見えなかったので移動に時間がかかった。もしも次にやるとしたら 

           積極的に消火訓練をやりたい」 など。 


